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編集後記

0本号原稿執筆中の 2024年 1月 1日、能登半島で大きな地震があり、多くの方が被災され

ました。被災された皆様が 1日も早く平穏な毎日に戻られますよう祈念いたします。また、

その翌日 1月 2日には羽田空港で旅客機と海上保安庁の航空機が衝突、炎上する事故があ

りました。ありふれた何気ない日常がかけがえのないものであることを、強く感じさせら

れた年初となりました。

0冒頭の献呈の辞にございます通り、本号は山崎亮先生と杉崎千洋先生のご退職記念号と

なります。記念号となることに伴い、本号はオンライン公開とともに紙媒体での発行にて

皆様のお手元にお届けすることとなりました。山崎先生、杉崎先生とも本学に長く勤めら

れ、たくさんの優秀な卒業生たちを世に送り出されました。また、新米の私も、山崎先生

からは学生の興味を引き出すコツを、また、杉崎先生からは学生との向き合い方を教えて

いただきました。残された私たちは、福祉社会コースの来歴を語り継ぎ、コースが発展す

るよう頑張っていきたいと思います。

0山陰社会福祉研究会が 2023年 3月 6H （第 13回）および 2024年 1月 31日（第 14回）

に行われました。詳細は以下になります。

第 13回 山陰社会福祉研究会

H時 2023年 3月 6H 
報告 1 「依存間題における本人と家族の支援」 安晶真弓 氏

報告 2 「H本の女性支援における売買春観の変遷と課題」 武子愛 氏

第 14回 山陰社会福祉研究会

H時 2024年 1月 31H 
報告 「自覚と叫びとしての念仏ー大仏空の宗教思想と「青い芝」ー」

山崎亮氏
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